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「科学実験と研究」 
 
 

財団理事 九州大学名誉教授 天児 和暢 
 

八十年を越えた自分の人生を振り返ってみると、生活環境の変化の大きさに驚いてしまう。

私が小学生の頃、ご飯を釜で炊くこと、薪で風呂を焚くことは男の子の仕事だった。電話を

設置したら隣人が借りにくるし、その人は自分の名刺にその番号を乗せていたこともあった。

自動車で通勤しているのは市長か県知事だけだった。米国進駐軍兵士は、まだ家族共に日本

で生活していたが、その生活用品はアメリカから持ち込んだもので格段に進歩していた。 

電気洗濯機、電気冷蔵庫等、日本人の垂涎の的だった。彼らが帰国する時、それらの器具を

売りに出していくので、その様な店が集まったのが、アメリカン横町と呼ばれ、今の上野の

アメ横だ。しかし、この様な時期は短かった、すぐに日本のメーカーが優れた電気製品を  

作るようになり、日本の科学技術の回復を感じさせた。 

科学の進歩発展を支えているのが、基礎研究の進展であろう。研究には明瞭な目的が設定

されており、その目的を目指して様々な実験が計画され実施される。実験は研究を支える 

基本であり、様々な技術や装置を活用し未知の問題に答えをだしていき、その総合的な解答

が研究の成果となる。一般の方々には、研究成果は理解できても、それを支える個々の実験

の意味を理解するのは、難しいかもしれない。一般の人に今行っている実験の話をしても、

何故そんなことしているの、等の返事が返って来こともある。でも、その時には理解出来  

なくても、数年後には理解してくれた事も良くあった。実験は、如何なる批判を受けようが、

その研究者が信じる道を突き進むべきである。この意思が無ければ最先端の科学は進展しない。 

～ 巻 頭 言 ～ 
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令和２年２月２２日（於：ソラリア西鉄ホテル福岡・ルミナス） 

 

令和元年度 貝原守一医学振興財団研究助成金贈呈式 
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令和元年度貝原守一医学振興財団研究助成金贈呈式の挨拶     

  一般財団法人貝原守一医学振興財団 理事長 佐伯 清美 
 
 
 
 
 
 

本日、令和元年度貝原守一医学振興財団研究助成金贈呈式に、皆様には公私ご多忙のなか

を御出席いただき、式を開催出来ますことは誠に有難く、篤くお礼を申し上げます。 

今回、厳しい審査を経て、選ばれました受賞者の皆様、受賞誠におめでとうございます。

心よりお喜び申し上げます。 

本財団は、先の太平洋戦争で年若くして戦死されました、細菌学者、貝原守一先生を記念

し、年若い医学の研究者に研究助成金を授与し、医学の進歩に貢献する目的で、平成３年に

設立されています。 

研究助成金授与は平成４年に始められ、本日の受賞者で１１４名の方が受賞されています。

この多数の研究者の優れた研究の成果が、日本の医学は勿論、世界の医学の進歩発展に貢献

していることを確信いたしております。 

本日、研究助成を受けられる皆様、助成金を活用していただき、優れた研究成果を上げ  

られることを期待いたしております。 

今回も、厳正公平な審査をしていただき、授賞者を決めていただきました選考委員の先生

方に篤くお礼を申し上げます。 

毎年、滞りなく研究助成金授与が出来ますことは、財団役職皆様の力強いご助力、ご協力

のお陰であり、心よりお礼申し上げます。 

また、毎年研究論文を提出して下さいます各大学を始め医学研究施設の皆様にもお礼申し

上げ、今後も一層のご協力をお願い申し上げます。 

終りに、本日受賞者の皆様に重ねてお喜びを申し上げ挨拶といたします。 
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令和元年度研究費助成審査会報告                     

選考委員・財団理事・九州大学名誉教授 天児 和暢 
 
 
 
 
 
 

２０１９（令和元年）年度の論文審査会は、２０２０年１月２５日（土）午後４時から   

西鉄グランドホテルで開催された。審査は、佐伯理事長出席の下に天児、仁保、斉藤の三名

の審査員で行われた。今年度の申請者数は、九大医学部９名、同歯学部２名、福岡大医学部

６名、九州がんセンター１名の計１８名で、例年７～９校からの申請があるが、今回は４校

であった。 

審議会冒頭で各審査員から申請者の審査結果をＡ、Ｂ、Ｃでの評価で報告して頂き、その

結果を参考にして、更に審議を続けるのだが、今回は審査員全員が同じ５名の方をＡ級として

評価する、と言う結果となったので、更に多くの議論をすることなく、１時間程の審査で  

選考が終了した。以下に受賞者とその研究を紹介する。記載順は申請書受理の順で、成績順

ではない。選考では順位は付けていません。申請課題は「」内に記載しています。 

 

菊地 一史氏 ３９歳 九州大学病院 放射線科 助教 

研究課題 「小児脳腫瘍のAI を用いたmultiparametric 解析による precision diagnosis の確立」  

小児脳腫瘍は成人の脳腫瘍とは異なり悪性化の率が高く、また発育期の脳に重大な影響を

与える。それ故、脳腫瘍の診断と治療法の選択は慎重、正確に行わなければならない。本研究

は、小児脳腫瘍診断に従来の様な脳に影響を与える造影剤や放射能を利用した方法は使わず

に、MRI画像や分子イメージング法等の最新の術前画像診断技術の応用を目指し、その高度

な技術開発を行うものである。 

 

喜多  知氏 ３４歳 福岡大学 医学部 薬理学 助教 

研究課題 「NCX1分子複合体による褐色脂肪熱産生機構の解明」 

脂肪細胞の中には褐色脂肪細胞と称されている細胞が存在する。この細胞には、必要に 

応じて、脂肪を分解し熱を発生し、低温状態に備える機能がある。申請者は、その機構の  

詳細を解明する研究を行い、その結果を活用し、脂肪細胞の減少や、肥満の防止等の治療薬

の開発等を目指す。 
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山内 拓司氏 ３９歳 九州大学病院 遺伝子・細胞治療部 助教 

研究課題 「薬剤併用 CRISPRスクリーニング法による新規ＡＭＬ治療法の開発」 

ＡＭＬ患者（AML=acute myelogenous leukemia）の新たな治療法の開発に遺伝子解析が用い

られてきたが未だ予後改善に結びつく結果は得られていない。創薬の新しい考えとして単一

の遺伝子欠損では細胞死を示せないが、複数の遺伝子欠損が共存すると致死性となると言う

考えがある。本研究では、より進歩した遺伝子解析技術の CRISPR/Cas9 法を活用し、ＡＭＬ  

細胞死を誘導する遺伝子群や薬剤耐性を示す遺伝子群から、複数の遺伝子を取り出し、ＡＭＬ

の遺伝子治療への応用を試みる。 

 

髙森 信吉氏 ３１歳 九州がんセンター 呼吸器腫瘍科 医員 

研究課題 「進展型小細胞肺癌患者におけるマイオカインの免疫チェックポイント阻害剤

の治療効果に対する生物学的影響の解明」 

進展型小細胞肺癌では薬物療法と共に、近年は免疫チェックポイント阻害剤も治療に使わ

れるようになった。この治療法の検証から、骨格筋量の減少が治療に影響を与えている事が 

報告されている。近年骨格筋は内分泌臓器の一つとして認識されており、その中でも骨格筋

由来のサイトカインであるマイオカインが注目されており、このマイオカインが、がんの 

治療効果にどのように影響しているのかを解明する必要がある。これが明らかになれば、 

免疫チェックポイント治療にマイオカイン併用などの新たな治療法の開発が可能となる。 

 

馬越 洋宣氏 ３６歳 九州大学病院 内分泌代謝・糖尿病内科 特任助教 

研究課題 「代謝特性に着目したアルドステロン産生腺腫の病態解明と医学応用」 

アルドステロン産生腺腫（APA）は高血圧を伴う副腎腫瘍で、従来はアルドステロンのみ

を産生する腫瘍と考えられてきたが、近年の解析では様々な代謝特性があることが示されて

きた。またこの病気には骨粗鬆症や椎体骨折などの合併症が増加している。この研究では

APA の代謝産物を各種分析方法で解析しその多様性を明らかにし、APA を新たに分類し、

新たな診断法の確立を目指す。 
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令和元年度助成論文選考について                     

選考委員・九州大学名誉教授 仁保 喜之 
 
 
 
 
 
 

貝原守一医学振興財団の今年度（令和元年度）の研究助成には、県内の研究機関から合計

１８件の研究課題の申請が寄せられた。うち１７件は大学から、あとの１件が九州がんセンター

からの応募であった。今年度は一般病院の勤務医からの応募がなかった。 

因みに過去の応募数は平成２９年度１８件、平成２８年度１５件、平成２７年度１６件で

あった。本年度１８件の申請課題の研究内容はいずれも優れていた。今年度の応募総数１８

件は前年度、前々年度に比べて増加した。いずれも優れた研究内容であり、選考は難渋した

といっても過言ではない。 

天児和暢九州大学名誉教授、斉藤喬雄福岡大学名誉教授、及び筆者仁保喜之の三人が審査

に当たった。この数年間続いて同じメンバーである。選考の約２ケ月前に１８名分の大量の

応募書類が宅急便で送られて来て、審査委員は年末年始の大部分の時間を難しい選考に  

割いた。 

応募申請研究の内容は、筆者の専門領域（内科学）から離れているものが多く存在し、  

多岐に渡っている。選考と同時に大いに勉強せざるを得なかった。厳しい勉強の機会を与え

られたことは筆者にとって有難い事だった。 

選考委員会は令和２年１月２５日（土曜日）西鉄グランドホテル（福岡市天神）にて開催

された。３人の審査委員が各意見を提出し、約１時間半を費やしてお互いに忌憚なく検討 

した結果、次の５人を選出することに最終決着した。申請受理順に記載する。 

『小児脳腫瘍のＡＩを用いた multiparametric 解析による precision diagnosis の確立』と  

いう課題を提出した菊地一史氏（九州大学病院放射線科助教）、『NCX1 分子複合体による 

褐色脂肪熱産生機構の解明』というテーマを提出した喜多知氏（福岡大学医学部薬理学助教）、

『薬剤併用 CRISPRスクリーニング法による新規ＡＭＬ治療法の開発』という研究を計画し

た山内拓司氏（九州大学病院遺伝子・細胞療法部助教）、『進展型小細胞肺癌患者における  

マイオカインの免疫チェックポイント阻害剤の治療効果に対する生物学的影響の解明』と 

いう研究テーマを提案した髙森信吉氏（九州がんセンター呼吸器腫瘍科医員）、『代謝特性に

着目したアルドステロン産生腺腫の病態解明と医学応用』というテーマを提出した馬越洋宣氏

（九州大学病院内分泌代謝・糖尿病内科特任助教）の５人である。 

以上、５人の受賞者の研究案はいずれも計画は充実していて、実行法も詳細かつ充実して

いるのみならず、各々過去の研究業績も秀でているので、今後益々の研究発展が期待される。

５名の方々は、この受賞を機に基礎研究の進化や医療実践の更なる充実を目指して、一層の

努力を継続されるよう強く願って本文の結びとしたい。 
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令和元年度助成論文選考について                     

選考委員・福岡大学名誉教授 斉藤 喬雄 
 
 
 
 
 
 

今年度の応募件数は昨年よりやや少ないものの、ほとんどが甲乙付けがたい優秀な申請 

内容で、採択論文を絞り込むのは至難の業のように思われました。実際、私自身は応募１８

件のうち採択に値するＡランクの評価を９件に付けて選考委員会に臨みました。しかし、 

選考委員３名が一致してＡランクを付けた論文は５件でしたので、佐伯理事長からの御裁可

をいただき、この５件を円滑に採択することができました。 

個々の採択研究について簡単に記します。九州大学放射線科の菊地一史氏の研究は、小児

脳腫瘍に対してＡＩを用い診断を正確に行う斬新的なものであり、今後の発展が大いに期待

されます。 

福岡大学薬理学の喜多知氏の研究は肥満の原因になる白色細胞とそれを抑制する褐色 

細胞の交換輸送体に関する基礎的な研究です。一般的に脂肪は体に悪いというイメージが 

ありますが、機能の異なる脂肪細胞の相互作用は体内の代謝活性に重要です。この研究は 

そのことを示し、臨床にも応用できる可能性が考えられます。 

九州大学遺伝子・細胞療法部の山内拓司氏の研究は、遺伝子改変技術を利用して急性白血病

の細胞死を誘導する遺伝子を見出し、治療に結びつけようとする研究です。急性白血病の 

予後改善に関わる画期的な試みとして高く評価されます。 

九州がんセンターの髙森信吉氏の研究は、マイオカインという筋肉から産生されるある種

の万能物質の、肺癌に対する効果を検討する研究です。マイオカインという魅力的な物質 

への着目に強い興味を感じます。 

九州大学内分泌代謝・糖尿病内科の馬越洋宣氏の研究は、二次性高血圧の原因として最も

多いとされるアルドステロン産生腫瘍の診断法に関する優れた研究です。内分泌学の研究は

目立たちにくいのですが、学問的には極めて重要です。その意味で、私自身この研究の採択

を強く希望しましたが、他の選考委員の方々も同じお考えで大変嬉しく思いました。 

今回採択された研究は、悪性腫瘍に関するものが多くなりましたが、現在の医療における

重要度を考慮すれば、やむを得ないかと思います。ただ、そのなかでも、採択論文はさま  

ざまな分野から選ばれております。各申請者は、若いにもかかわらず、すでに大変優れた  

業績を上げておられますが、今後一層研究に邁進されることを、強く希望いたします。 

今回は本当にレベルの高い研究の競合となりました。採択されなかった申請者の方々も、

次年度以降再挑戦されることを期待し、選考の言葉と致します。 
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令和元年度 研究助成金授与者                      

 
(順不同・敬称略) 

 

※令和２年度の募集について 

研究助成論文募集は６月中旬に各大学及び関係機関宛てに応募要項、申請申込書を 

お送りしております。また、当財団のホームページより、応募資料をダウンロードでき

ますのでご活用ください。 

 

 

授 与 者 名 所 属 機 関 ・ 職 名 研 究 内 容 

菊地 一史 
（キクチ カズフミ） 

九州大学病院 
放射線科 
助教 

小児脳腫瘍の AIを用いた 
multiparametric解析による
precision diagnosisの確立 

喜多  知 
（キタ トモ） 

福岡大学 

医学部 薬理学 

助教 

NCX1 分子複合体による褐色脂肪
熱産生機構の解明 

山内 拓司 
（ヤマウチ タクジ） 

九州大学病院 

遺伝子・細胞療法部 

助教 

薬剤併用CRISPRスクリーニング
法による新規 AML治療法の開発

髙森 信吉 
（タカモリ シンキチ） 

九州がんセンター 

呼吸器腫瘍科 

医員 

進展型小細胞肺癌患者における 
マイオカインの免疫チェックポイ

ント阻害剤の治療効果に対する 
生物学的影響の解明 

馬越 洋宜 
（ウマコシ ヒロノブ） 

九州大学病院 

内分泌代謝・糖尿病内科 

特任助教 

代謝特性に着目したアルドステロン

産生腺腫の病態解明と医学応用 

[祝賀会の模様] 
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進展型小細胞肺癌患者におけるマイオカインの免疫チェックポイント阻害剤の

治療効果に対する生物学的影響の解明

九州がんセンター・呼吸器腫瘍科

　医員　髙森　信吉
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代謝特性に着目したアルドステロン産生腺腫の病態解明と医学応用

九州大学病院　内分泌代謝・糖尿病内科

　特任助教　馬越　洋宣
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令和元年度 貝原守一賞 受賞者                     

貝原守一賞受賞者が下記のように決定し、授与されました。 
受賞者の氏名、研究の内容は以下に記す通りです。

石丸 海（いしまる かい） 

研究内容 

『集団下痢症事例の原因となった大腸菌のゲノム解析による新規 LT2バリアント産生性
大腸菌 O8:H8の発見』 
Escherichia coli O8:H8 carrying a novel variant of the heat-labile enterotoxin LT2 
gene caused outbreaks of diarrhea 

貝原守一賞について 
九州大学医学研究院細菌学教室「青藍会」よりの推薦による。 
「青藍会」は、九州大学医学研究院細菌学教室の故戸田忠雄名誉教授が設立され、故貝原守一  
先生もその一員で助教授として活躍されていた。 
 貝原守一先生が亡くなられた後、奥様の芳子氏（初代理事長）が故人の遺志を継いで、平成  
３年に財団を設立され医学を志す若い研究者を助成する活動を始めた際、細菌学教室より研究 
奨励賞をと申し出があり、青藍会貝原守一賞として平成４年に発足した。 

集団下痢症事例において大腸菌が原因菌として強く疑われる場合でも、スクリーニング 

検査で既知の病原性大腸菌マーカー遺伝子が不検出の場合は、行政的には原因不明事例  

として処理される。本研究では、2014 年と 2016 年に発生した集団下痢症事例（患者数   
13名と 39名）の原因と考えられたが既知の病原性大腸菌マーカー遺伝子が検出されなかった
大腸菌のゲノム解析を行い、これが新規 LT2 バリアントを産生する腸管毒素原性大腸菌
（ETEC）であることを明らかにした。 

両事例において検査された患者便のほぼ全てから、各事例内での PFGE パターンが完全
一致し、事例間でも酷似（2 バンド違い）する大腸菌 O8 が分離された。しかし、既知の   
病原性大腸菌マーカー遺伝子が検出されず、原因不明事例として処理された。本研究では、

各事例から 1 株ずつの代表株を選び、ゲノム配列の決定と比較を行った。その結果、全   
ゲノム中にわずか 49の SNPと１つの InDelしか存在しないことが明らかとなり、両株が
極めて近縁（同一クローン）であることが判明した。また、ゲノム情報から血清型は O8:H8
と判定された。2016年事例の株については完全長ゲノム配列を決定し、病原遺伝子を探索
したところ、易熱性エンテロトキシン２型（LT2）と ETEC の接着因子である CFAIII を  
コードする遺伝子群がそれぞれプロファージとプラスミド上に検出された。なお、ETEC
の主要な下痢原性毒素は LT1であり、LT2はヒトへの病原性の関与が不明であったため、
通常検査で調べるマーカー遺伝子に LT2は含まれていない。 

今回同定された LT2 は既知の LT2 とは明らかに異なることから、LT2d と命名した。  
さらに、LT2d をコードするファージと類似するファージをデータベース上で検索した  
ところ、２つの志賀毒素（Stx）ファージがヒットし、LT2d遺伝子（elt2d）は Stx遺伝子
と同様に、ファージの後期遺伝子プロモーターの下流に存在した。また、elt2d欠失変異体
の作成や CHO細胞を用いた cell elongation assayにより、LT2dは LT1と同様の毒素活性
を有し、その発現はファージ誘導により増大することが確認された。 

以上の結果から、本大腸菌 O8:H8株はプロファージ上にコードされた LT2dを下痢原性
毒素として産生し、接着因子として CFAIII を持つ非典型的な ETEC であると結論した。
なお、本集団感染事例は LT2毒素産生性ETECによる世界で初めての集団発生事例である。
今後は、LT2d産生性 ETECに対しても注意が必要であり、その自然界における分布、特に
保菌動物（家畜）の探索を重要な課題である。 

本研究は大分衛生環境研究所との共同研究であり、Open Forum Infect Dis 誌［7(1): 
ofaa021, 2020］に発表した。 

（敬称略）
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令和元年度 宮崎一郎賞 受賞者                     

宮崎一郎賞受賞者が下記のように決定し、授与されました。 
受賞者の氏名、研究の内容は以下に記す通りです。

 

『住血吸虫症対策に向けた新規診断・予防ツールの開発に関する研究』 

住血吸虫症流行制圧のための新規ツールの開発研究を進めた。対策事業効率化に必要な

中間宿主貝の感染を LAMP法で把握し、その有用性を流行現場でも検証した。一方ワク
チン開発が難航しているため、新規の予防薬開発を目指した。合成化合物 N-89 に高い 
感染・発病予防効果があることを示し、薬効機序解析から分泌腺細胞のリソソームを標的

とする虫体成熟阻害効果を証明した。これらは今後の住血吸虫対策への貢献が期待される。 

授賞に関連した業績 

(1) Detection of early and single infections of Schistosoma japonicum in the intermediate host 
snail, Oncomelania hupensis, by PCR and loop-mediated isothermal amplification (LAMP) 
assay.  Kumagai T, Furushima-Shimogawara R, Ohmae H, Wang TP, Lu S, Chen R, Wen 
L, Ohta N.  Am J Trop Med Hyg., 83(3):542-8. 2010  

(2) Schistosomicidal and antifecundity effects of oral treatment of synthetic endoperoxide N-89.  
Taniguchi T, Kumagai T, Shimogawara R, Ichinose S, Hiramoto A, Sato A, Morita M, 
Nojima M, Kim HS, Wataya Y, Ohta N.  Parasitol Int, 60 (3): 231-6, 2011. 

(3) Interleukin-4 (IL-4) and IL-13 suppress excessive neutrophil infiltration and hepatocyte 
damage during acute murine schistosomiasis japonica.  Seki T, Kumagai T, 
Kwansa-Bentum, B, Shimogawara-Furushima R, Anyan WK, Iwakura Y, Ohta N.  Infect 
Imm, 80:159-68, 2012. 

(4) Effect of Mirazid in Schistosoma japonicum-infected mice: parasitological and pathological 
assessment.  El-Malky MA, Lu SH, El-Beshbishi SN, Saudy NS, Ohta N.  Parasitol Res, 
112 (1): 373-7, 2013. 

(5) CD36-related protein in Schistosoma japonicum: candidate mediator of selective cholesteryl 
ester uptake from high-density lipoprotein for egg maturation.  Okumura-Noji K, Miura Y, 
Lu R, Asai K, Ohta N, Brindley PJ, Yokoyama S.  FASEB J, 27(3): 1236-44, 2013. 

(6) A new surveillance and response tool: risk map of infected Oncomelania hupensis detected 
by Loop-mediated isothermal amplification (LAMP) from pooled samples.  Tong QB, 

Chen R, Zhang Y, Yang GJ, Kumagai T, Furushima-Shimogawara R, Lou D, Yang K, Wen 
LY, Lu SH, Ohta N, Zhou XN.  Acta Trop, 141:170-7, 2014. 

(7) Immunogenicity and anti-fecundity effect of nanoparticle coated glutathione S-transferase 
(SjGST) DNA vaccine against murine Schistosoma japonicum infection.  Mbanefo EC, 
Kumagai T, Kodama Y, Kurosaki T, Furushima-Shimogawara R, Cherif MS, Mizukami S, 
Kikuchi M, Huy NT, Ohta N, Sasaki H, Hirayama K.  Parasitol Int, 64 (4):24-31, 2015. 

研究内容 

最近１-２年程度の原著・総説などのリスト 

太田 伸生（おおた のぶお） （敬称略）
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(8) Real-time observation of pathophysiological processes during murine experimental 
Schistosoma japonicum infection using high-resolution ultrasound imaging.  Maezawa K, 
Furushima-Shimogawara R, Yasukawa A, Ohta N, Iwanaga S.  Trop Med Health, 2018 
Jan 5;46:1. Doi: 10.1186/s41182-017-0082-5. 

(9) Novel synthetic compounds with endoperoxide structure damage juvenile stage of 
Schistosoma mansoni by targeting lysosome-like organelles.  Yamabe M, Kumagai T, 
Shimogawara R, Blay EA, Hino A, Ichimura K, Sato A, Kim HS, Ohta N.  Parasitol Int, 
66:917-24, 2017. 

(10) Insights into the mode of action of 1.2.6.7-tetraoxaspiro [7.11] nonadecane (N-89) against 
adult Schistosoma mansoni worms.  Blay EA, Kumagai T, Yamabe M, Hino A, 
Shimogawara R, Kim HS, Sato A, Ichimura K, Ayi I, Iwanaga S, Ohta N.  Parasitol Int, 
67:403-412, 2018. 

 
（原著論文総数：英文 180編、和文 29編 著書総数：英文 18編、和文 60編） 

                                   
宮崎一郎賞について      
 平成６年１１月に創設され、貝原財団から九州大学医学部寄生虫学講座同門会に寄付されて 

おり、この資金から寄生虫学分野における顕著な剛席を挙げた研究者に研究目的達成の為、その

一助となるよう助成を行っている。 
研究奨励賞授与の基準や方法は、九州大学医学部寄生虫学講同門会の規定に定められている。 

令和元年度 宮崎一郎賞授賞式 令和２年２月２日 
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財団の主な会議及び事業報告                       

 

(１) 評議員会 

 
 
 

(２) 理 事 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議名及び開催年月日 開催場所 議   案 

定時評議員会 

令和元年 ６月２２日 
財団事務局 

１、平成３０年度事業報告の件 

２、平成３０年度収支決算承認の件 

会議名及び開催年月日 開催場所 議   案 

定例理事会 

令和元年 ６月 １日 

ソラリア西鉄ホテル

福岡７階（ルミナス）

（１）平成３０年度事業報告承認の件 

（２）平成３０年度収支報告承認の件 

（監査報告） 

（３）令和元年度事業計画承認の件 

（４）令和元年度収支予算承認の件 

（５）令和元年度研究助成金応募要項の件

定例理事会 

令和元年 ９月１３日 
財団事務局 財団事業の現況報告の件 

定例理事会 

令和元年１２月 ６日 
財団事務局 

（１）財団事業の現況報告の件 

（２）令和元年度助成事業研究論文募集

結果の件 

臨時理事会 

令和２年 ２月２２日 

ソラリア西鉄ホテル

福岡７階（ルミナス）

（１）令和元年度研究助成金授与者名 

決定の報告及び承認の件 

定例理事会 

令和２年 ３月２１日 
財団事務局 

（１）財団事業の現況報告の件 

（２）令和２年度事業計画案承認の件 

（３）令和２年度収支予算案承認の件 
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(３) 助成事業 

 
 
 

(４) 機関誌発行 

 

年 月 日 行   事 

令和元年 ６月１０日 

 

 

 

 

令和元年１０月２５日 

 

令和元年１０月２５日 

 

 

令和２年 １月２５日 

 

 

令和２年 ２月２２日 

令和元年度研究助成論文応募要領送付 

産業医科大学、九州大学大学院・病院、福岡大学医学部、 

福岡歯科大学、久留米大学医学部、九州がんセンター、 

九州歯科大学 

 

貝原守一賞  青藍会・九州大学医学部細菌学教室同門会に 

研究費７０万円を助成 

宮崎一郎賞  九州大学医学部寄生虫学教室同門会に研究費

３０万円を助成 

 

令和元年度助成金授与論文選考委員会 

（於：西鉄グランドホテル２階・水晶の間）

 

令和元年度助成金贈呈式開催 

（於：ソラリア西鉄ホテル福岡７階・ルミナス）

授与者５名に助成金額各 200 万円・総額１千万円を助成 

年 月 日 行   事 

令和元年 ７月 ５日 貝原守一医学振興財団会報（第２３号）発行 
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貝
原
益
軒
養
生
訓
・
貝
原
守
一
校
註 

  

 
 
 
 

貝
原
守
一 

 

貝
原
守
一
先
生
が
昭
和
18
年
に
校
註
し
発
刊
し
た
「
貝
原
益
軒

養
生
訓
」
を
原
文
の
ま
ま
複
写
し
て
掲
載
し
ま
す
。 

昭和１７年（1942）３１歳 

1―貝原守一の遺稿集より―  

- 19 -



発　　行 ： 一般財団法人貝原守一医学振興財団

事務局 ： 〒８　１　１ － １　３　４　３   　　　福岡県福岡市南区和田 １ － ４ －１　８

T E L :　０　９　２ － ５　１　２ － ８　０　６　８     　 F A X :　０　９　２ － ５　１　２ － ８　０　６　９

URL　   http：//www.kaibara-zaidan.or.jp

E-Mail 　Info＠kaibara-zaidan.or.jp

会報　第 2４ 号

貝原守一医学振興財団

２０２０年７月　発行


